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新形23kV配電用キユーピクル
New Type23kV Cubicles for Substation

東 山 栄 光*
Hidemitsu Higasbiyama

内 容 梗 概

電力会祉の刊ii+変電所に使用さjtる新形23lくⅤ配電用キユーピクルを開発し,東京電力株式会托地袋変電所

に納入した｡

このキユーピクルほ従米桝こtl二様栴追のl･l･滴より巾検J+せ加え,機能の向上と合月!化を｢文ト)たもので,容積

比にして約50%かた小形化されているし,

内戚の乍光速断㍑削よ新しく開発した低騒音形で,開閉時の騒音,振動を大幅に減少することによってキユー

ピクルの排気処理部分を嵐Il二し,汁2朗陸電詩:壬を裏面のドアに取り付けることができた(-

また,フィーダの断路招割こほリニヤ形の新機種を使用し,従来形1台分のスペースに2台を組み込んである.+

縮小化と同時に主但1路と制御阿路の分離凶和が徹底して実施してあるので,]神1路充電中も制御回路の保′､1:

山検が安全にできる｡

ト 緒 口

戯近大都l-1iでほ屯力篇柴の増加に加えて■柳肖

ビ′しなどr抑ン∵消費電力量の大きい諾要家のノユ蛸

により,20へノ30kV配電が従来以上に広く採用

されるようになってきた｡

従来の20～30kV配電用機器は寸法が大き

く,地仙の点い都心に設ける変電所用としてほ

可く向きである〔,したがって20･～30kV配電讃肺

の.汁何にあたっては,変電所機一岩手のうちでその

大きなスペースを卜【てめるスイッチキユーピクル
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の､j▲法を鮒小することが必要となってきた｡

このため,/㌢川低騒音形空気遮断胤リニ1-リ抄

晰路㍑汁などの採用によって,従来形の約50%の容積に縮′トLた二23

l(Ⅴ縮小形配電用キュ+ピグルを開発し,東京電力株式会社池袋変

電所に納人したのでその内容を鮨介する｡

2.池袋変電所設備概要

池袋変′壷凧よ-▲次電｢【三140kV,二次電仕22kV,受止汁:‡容量45

MVAの配電川変電所で,今担1納人した二次側f謁閉装即日キユーピ

クルは弟l図のブlコックスケルトンに示すように,主変二次用1子ナ,

Jリニ油川1台,き′壷線用6台,変成一掛Hl台の合計9台である｡き電

線用キユーピクルにはそれぞれケーブル2回線が接続され,主とし

てループ配電力式に使用されている｡なお,母連用キユーピクルは

将来の増設用である｡

月且地の設粁状態を弟2,3図にホす｡

3.構 造 概 要

従来の231くV触`起川キユーピク′しほNEMA規格のステーシ三-ン

タイプキユーピクルにitii拠したものであったが,木キユーピクルで

ほ特に綿i劉生,小柳ヒに拍ノ∴仲山くとともに,遡ムの逆転実践を参

考にして機能の向_卜と促ノ､■+二の`_女乍に対して十分な考慮を払ノ〕て.弘子1

した｡

第4図ほ本キユーピク′しの概略伽H川キ造なホす側耐渕でJ･Jもな仕

様を弟1表に示す｡

東点電力株式会社高輪変電所(1)に納人した=り捗の23kVき電線月+

キユーピクルの概略構造を舞5図に,本新形キユーピクルとの寸法

日立製作所国分工場

第1凶 23kVキユーピクルブロックスケ′しトン

第1よ キユーピク′しの仕様

苧v

主変∴次 用

_f婆_______避_田
CRBlOO-PAD2

23kV

20シJB

2,000A

2,000A

24.1kA 2秒

き ′屯緑 川

CRBlOO-PAD3

23kV

20ゝチB

600A

2,000A

24.1kA 2秒

第2衣 キユーピクノL寸法

変 成 岩謹用

CMB-LP

23kV

20号B

24.1kA 2秒

帖

2,000

1,400

川さ

3,550

2,800

奥 子f 床面椚比
容机比ぐケーゾル

ヘッド箱を含む)

100%

51%

従来形

新 形

3,200

2,500

100%

55%

比較を第2表にホすし

4.各部の構造

般も代太白勺なき′郎東川キユーピクルを例に,各一榔の構造を説明す

る(二,葬る図は本き電線用キニL-ビクルの詳抑構造図,弟7,8図は側

面および東面仙甘;構造′ゾ貞であるしJ

4.1機器間の隔壁

弄る､8図にホすように,遮l桝粘,断路淋,ケーブルヘット 制御

川路用端イ･台など主要部IL_妄‾jは金属隔壁で什切ってある｡,これはキユ

ーピクル内での事故の拡大を阻止するとともに巌小限の伊電で,遮

断器,新路器など機器の点検保守を安全にできるよう考慮したもの

である｡
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第3図 23kVキユーピクル裏面計器盤
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わ与5｢ズil臼形き描線川キューービタノし槻蛸鵬j臼Jズl

【川悼でほ枚請訓‖j陥堆のほかに柏けりにも隔壁を設けていたが,キユ

ーピクルはその構造上,l勺部に異物がはいって短絡事故を起こす恐

れはなく,また内蔵器具の信療度が向上しているので,本キユーピ

クルでは相聞隔壁を設けていない｡

け1侭Ij‾l一宇址八のl言りに,

ろ≦0.57fJl

の関係が成立するとき,

るという原理(2)に基づいて,
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4.2 インターロック

新路拝旨関繰にほ遮断

㍑詩が閉路していなけれ

ば操作できないよう

に,′姦気的インターロ

ックを設けてある｡ま

た,遮断器は断路器が

完1三関路あるいは完全

閉路でないと投入控作

できないようインター

ロックしてある｡旧形

にあるドアインターロ

ックは庵r卜し,鎖錠の

みとした｡

4.3遮 断 器

遮断器には新しく開

発した低騒音形空気速

断器を採用している｡

キユーピクルに収納し

た状態を弟9図に,遮

断器単体の外形を第】0

図に示す｡

従来の空気遮断誘引よ

動作時に発生する排気

を直接外部に排出する

力式で,その擁速も音

速に近いものであった

ため騒音が大で,これ

を収納するキユーピク

ルほ排気の処粥を卜分

考赦した構造としなけ

れはならなかった｡

/沖】開発した低騒音

形空気遮断器は,空気

タンクの圧力ろと排

ノズルを通過する空気の流速が音速とな

排気を並列抵抗部を利用したチャンバ



新

枇銘/

/

捌比

Jl三ノ+.+収

拙作小】

つ'ゥ

アーー

l

‾1

(〉Lr一一r

_･□

【:コ

小

l=コ

り〕

‾､ロ刀
J

)

(

灯

司
l

⊂=

⊂=

T
l

I

｢

軋∴1
中

‾‾-1)0

1〉
l

形 23kV 配 電 川 キ

2,5nn

＼
ノ

し
ィ

＼

/′√

＼

小爪几比

｢口旭W
汁
+

一丁JC

D‖A

ト

ノ

U

□ □

S
仇

ハリN

＼＼ノ
nn

1,40り
-:

耶61ズlき 心線川 キ ュ
ー ビ タ ル 付卜;公図

如7l_¥王 き`混線用キユーピクル側痢

1,200

､

-
+u

一

■
-
1

叩H

Ⅱ
J=一

レ♪

ビ

之けかいl二

村線

1‡納什∪州虹

故氾灯

【)S卿1‡
′､ン いレ

コ

羞"し～

∬巌‡

ノレ

第と=宝lき一【試練+ljキュ】ビクル東面

第9凶 キユーピクルに内蔵した坐気遮断器

lノ1にい一,たんたくこJ)え,‖リJ,速度洲長じて外附こ放=させる梢道と

Lたものである｡その純果,退附生能にほ変化なl∴ 従来形に比べ

約10フォン程度!新手を低下させることができた｡これによって,従

火キユーピク′しに設けていた研 fJよび防音ライニソグなどが不

′以､柴となりキユーピクルは小形でシンプルな隅造となった｡

木坐ゝも遮l附そ:iのおもな仕様ほ‾卜記のとおりである｡

形 式

延 桁`■に 付

紙 紹 階 級

址 格 ′卜は流

漣格遮断容量

拙 作 ㌔も.J仁

4.4 断 路

IJBC-100-PA

24kV

20L;･B

2,000Aおよぴ600A

l,000MVA(241(Ⅴにて)

151唱/cnlコ

器

弟占,7図に示すように,jl何眺Iジ†路掛こは新しくi瑚発したリニヤ

ノlラ憫i路貨;壬を使川している｡第11図はその側蜘桔造凶である｡

このリニヤ形断路は削も 遮断器室隔壁用プッシングを利用して.茂

らナた固定接触J′･と,ケーブルヘッド室隔壁用プッシング側のしゅう

動揺触子｢即こ,可動接触子を直線運動させて開閉する方式で,断路

状態では=川州別止=一･はケー

863

窮10L当1低騒一削抄空気遮断器

/′レ､ット‾側ノッシソグ1勺部に収納さ

JL,l-1iイコ■スペースが非一淋こ小さい｡

このように,本断路掛よキユーピクルの構造を巧みに利川したユ

ニークな設計で,従来形17≡扮のスペースに2台の断路語:壬を組み込

むことができた｡

拙作力式ほl州抄キユーピクルでほ川二級側晰路1†:iに1立動力式を用い

たが,l渦閉U､ん度が少ないこと,鰍､1:の便,経i剤そと,小形化などを

考促してすべて手励拙作方式とした｡

晰路tそ:け)おもな仕様ほ下記のとおりである｡

形 式

延 格 竜 虻

絶 縁 階 級

定 格`電 流

淀格短時間電流

TR3-FBA

231くV

20-り･B

2,000Aおよひご600A

24.1kA2秒

1てノーRA

231くV

20-ぢ･B

600A

24.1kA2秒

4.5 計器用変圧器および変流器

計器用変日三器ほ三相不燃性抽入り窒糸封入矧調形構造で,絶縁油

の劣化がなく信頼度が高いのでほとんど点検の必要がない｡キユー

ピクル内に取i)付けた状態を第12図に示す｡
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変枕持注ほ弟占,7図にホすように,り組側断路措こ‡を利川したナッシ

ング形を採別している(1

心もな仕様ほ‾卜記のとこおりである.=,

.汁器用変圧‡そ:壬
ナlラ 式 TEGLVJ-MNYC

k巨

:起

小亀

山ハ

格

格

肝
22,000/110/-1三0vJ

担 二次3×200VA

三次3×100VA

iどを差 階 級

変 流 ㍑詩

形 式

妊 桁 屯 い三

変 流 比

ソッンノング

L

い♪う利権触/･

｢---+

1.0級/3G級

UB-R

23kV

2,000/5Aおよび§呂3/5A

川)亡接触r･Ⅶ｢

可動接触イー

ク
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第11凶 りニヤ膨断路皆削拓造図

し卜段のドアを聞き古低虻隔離の/エリヤを

はずした状態を示す)

始12図 変成器用キユーピクル
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4.る ケーブルヘッド箱

♭l〔来ナーゾルヘッドほキニL-ピグルl勺叫桝格技‡‡呈主に上i史り付けドノJt

ていたが,心キユーピクルでほ第る図に示すように,ケーブル側晰路

㍑:一指の‾卜に別にケーブルヘッド箱を設けている｡これによって,キ

ユーピクルのJ人面抗および冶jさを大幅に鮒小できるとともに,ケー

ゾルヘッドの接続作業が李≠弘にな/つた(ノ また,2l‖】線のケーブルヘ

ッドl川ほド郎たで仕掛),それぞれにドアが設けてあるので他力のlリ_Ⅰ

維が允′払いでも,丁衣仝に山絞またはケーブル接続作業を行なうこと

ができる1〉

舞】3図ほぅ‾一■ブルヘッド柁のlノ､伯;を′Jこす｡J

ん7 計 器 盤

従来のキュービクルでほ?と1も遮断治詩動作時の振動などによって継

左岩㌻壬が.王■主動作する恐れがあったため,別に.汁器,継`竜㍑こ壬盤を.設けて

いたが,低騒音形乍光速断掛よ振動が小さく誤動作の心配はまった

くないので,本キュービタルでほ計㍑‡圭,継電器をすべて表面の計托:壬

盤に似り付けている｡これによって,配電盤側は少数の常時監視用

計㍑:､壬と繁雑泉ホのみとして簡略紺トト化し,キユーピクルと配電盤間

の7jiり御ケーブルも大中如こ減らすことができた｡

舞】4図ほき屯緑川キユーピク/しの.汁器盤をホす｡

5,結 R

今後太郎巾にぉいては,消螢′竜力の増加に伴い20･～30kV変電設

臓柑キユーピクルがますます多くなり,経済的でしかも性能のよい

ものが要求さjtる｡

ここに紹介した20kV新形キユーピクルは,この都市配電用とし

でl■勺i能他にも経済r伽こも十分その期待にこたえるものと確信して

いる｡

終わりに,終机ごj‾桝‡をいただいた東京電力株式会社の関係者各

位に探く胤謝する次祈である｡
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第14図 き電線用キユーピクル計岩旨鮨




